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	応用
	抗原情報
	背景
	Mov10 RISC複合体RNAヘリカーゼ様1（MOV10L1）ホモサピエンス この遺伝子は、マウスの推定RNAヘリカーゼをコードする遺伝子と類似しており、精巣特異的に発現します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2009年8月],代替製品：追加のアイソフォームが存在するようです,機能：推定RNAヘリカーゼ。アイソフォーム1は雄性生殖細胞の発達に関与している可能性があります。,類似性：DNA2/NAM7ヘリカーゼファミリー、SDE3サブファミリーに属します。,組織特異性：アイソフォーム1は精巣で特異的に発現します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MOV10L1抗体を用いたHeLa細胞およびRAW264.7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MOV10L1 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	MOV10L1ポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

